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〇〇〇
冊冊冊
突突突
破破破
！！！   

や
っ
ぱ
り
こ
の
味
！ 

果汁をギュッと

しぼり、ハチミ

ツ、砂糖と一緒

に鍋に加える。 

“千切り”なら

ぬ“百切り” 

ほどの厚さに

して、お鍋の

中へ投入。 

←地元の方から

頂いたゆず 20個

ほどを材料にゆ

ず茶の素を患者

様方と作った。 

お湯にお好み

のゆずエキス

を入れてゆず

茶の完成！ 

 

数
十
冊
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
じ
の
の
森
図
書
室(

本
七)

だ
っ
た

が
、
二
〇
一
二
年
一
月
で
つ
い
に
蔵
書
の
冊
数
が
三
〇
〇
〇
を
突

破
し
た
。
こ
れ
ま
で
患
者
様
の
た
め
に
進
ん
で
図
書
の
寄
贈
を
し

て
下
さ
っ
た
方
々
に
改
め
て
感
謝
、
感
謝
、
感
謝
。
本
の
数
だ
け

患
者
様
の
満
足
が
あ
る
！
そ
う
思
い
、
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し
て

図
書
室
運
営
に
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
同
時
に
来
場
者

数
も
八
百
に
届
く
勢
い
で
、
今
後
も
有
意
義
な
入
院
生
活
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
助
け
に
な
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
。
皆
様
ど
う

ぞ
、
お
気
軽
に
ふ
じ
の
の
森
図
書
室
へ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

月月刊刊本本館館リリハハビビリリテテーーシショョンン新新聞聞編編集集：：本本館館作作業業療療法法課課  協協力力：：行行事事運運営営のの患患者者様様方方  

ここのの新新聞聞はは本本館館各各病病棟棟、、本本館館作作業業療療法法室室、、職職員員食食堂堂、、本本館館 33 階階受受付付、、運運営営ススタタッッフフ、、今今月月ののここのの人人にに合合計計 1100 枚枚配配布布ししてていいまますす。。 

編
集
後
記
…
ど
う
な
る
二

〇
一
二
年
？
ど
う
な
る
リ

ハ
ビ
リ
課
？
ど
う
な
る
ふ

じ
の
温
泉
病
院
？
ま
ず
は

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
。
で
き
な
い
こ
と
は
で

き
な
い
の
で･･･

(
苦
笑)

。 

冬冬冬至至至………ととといいいえええばばば、、、ゆゆゆずずず！！！   

第 12号 

2012年 1月号 

リリリハハハビビビリリリ新新新聞聞聞   

二
〇
一
一
年
十
二
月
七
日
。
冬
至(

十

二
月
二
十
二
日)

を
前
に
ゆ
ず
茶
作
り
が

行
わ
れ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
室
は
“
ゆ
ず
茶
製

造
工
場
”
と
な
り
、
ゆ
ず
の
香
り
一
杯
に

包
ま
れ
た
。
久
々
に
包
丁
を
握
り
家
事

を
し
た
女
性
患
者
様
方
に
は
、
思
わ
ず

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
も
ち
れ
ん
、
男
性
陣

も
ゆ
ず
絞
り
で
貢
献
し
た
。
皆
で
作
っ
た

ゆ
ず
茶
は
午
後
の
喫
茶
会
で
も
ふ
る
ま

わ
れ
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
来
店
さ

れ
た
お
客
さ
ん
達
か
ら
は
一
様
に
「
や
っ

ぱ
り
こ
の
味
！
」
と
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

た
。
季
節
を
感
じ
る
活
動
が
患
者
様
方

に
喜
び
を
も
た
ら
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

ととと
ききき
どどど
ききき
変変変
わわわ
るるる
新新新
聞聞聞
名名名
………
今今今
月月月
ははは
………   

ふふふ
じじじ
ののの
温温温
泉泉泉
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2012 年 1 月現在図書室 

本の冊数は 33114433 冊冊  

  来来場場者者はは 779955 名名です。  

皆様の寄贈により図書室は運

営されています。感謝します。

図書の寄贈はリハビリ(本 7) 

大内までお願い致します。 

 

漫画から世界の名作まで、

様々なジャンルの書籍を蔵書し

ている。気軽に借りることがで

きるので長い入院生活を送る

患者様には嬉しいサービス！ 


